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ることができた結果，更に看護観を深められたと
分かる．また，各グループにファシリテーターの
役割を担える看護師を配置したことで，メンバー
の体験や思いを引き出し，グループみんなで気付
きや学びを共有し成長していくことを支援できた
結果であるとも考える．「自分だけでは気付かな
い良い点・悪い点も他者と共有できるから，グルー
プでのリフレクションを続けたい」という意見も
あり，スタッフ自身も，グループでのリフレクショ
ンが他者省察できる場であり，考えを深められる
良い時間と感じていることも分かる．
　また，「悩んで看護していたが，それで良かっ
たと自信が持てた」「自分の看護に同意や共感し
てもらえ，安心できた」という意見もあった．他
者から認めてもらえることで，自分の大切にして
いる看護に自信が持て，プラスに認めることがで
きている．グループでのリフレクションが，看護
の面白み・やりがいにもつながり，看護師として
更に成長できる1つの糧となると考える．
　以上のことから，今回，リフレクションシート
を活用しながらのリフレクションを取り入れたこ
とで，「看護を語る場」が，以前より自己省察・
他者省察でき，看護観を深められる場になったと
考える．
　一方，「月に2回では回数が多く，大変」「仕事
が終わっていなくてもリフレクションを行わなけ
ればならない」などの負担感，リフレクションを
効果的に進める為のファシリテーター不足が問題
点にあがっている．また，リフレクションとは何
か，自己・他者省察はどのように進めていくのか
は少しずつ理解できているが，最終的には，スタッ
フ個々が日ごろから主体的に自己省察でき，看護
師として成長していけることを目標に，今後も「看
護を語る場」に取り組んでいきたい．
Ⅴ．結　論
　昨年からリフレクションシートを活用してのリ
フレクション技法に変更したことで，
1．リフレクションを学ぶことができた
2．自己・他者省察でき，「看護を語る場」にお
いて個々の看護観を深められた．また，自分の
看護に対する自信・安心感が持てた．
3．リフレクションを行う上で，負担感やファシ
リテーター不足・自己省察の習慣化などの課題
もみえてきた．
引用文献
1）日本赤十字社事業局看護部編集　赤十字施
設の省察的実践者育成に関するガイドライン　
2013年．P.5：L3〜5
参考文献
1）東めぐみ：看護リフレクション入門　ライフ
サポート社　2012年
聴くことの大切さ
〜ターミナル期の患者を支える家族の看護を振り返って〜
6-3病棟　　齋藤加洋子　　仁藤　早英
太田亜希子　　鈴木　直子
Ⅰ．はじめに
　今回，私たちはターミナル期のA氏とその妻へ
の関わりにおいて，患者と妻，主に妻の訴えを聴
くことしかできなかったという無力感が残った1
事例を振り返った．その結果，何もできなかった
のではなく，聴くことが患者・家族への何よりも
必要な看護であったことに気づいた．この振り返
りが今後の看護につなげていく機会になったため
報告する．
Ⅱ．倫理的配慮
　患者に今回実施した援助をまとめるにあたり個
